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１． 諸言 
私は小学校から野球を続けてきたが,野球

経験者がどこのポジションを守っていたの

か大体当てることができる.性格や体格等か

ら予測ができるが,そのポジション歴が長い

からそういった性格になったのか,そういっ

た人だからそのポジションを守っているの

か気になった. 
 一般的に言われる各ポジションの印象や

イメージ,性格の特性は,野球経験者において

皆同じなのだろうか.また,どのような選手が

各ポジションにいてほしいのか,野球経験者

の各ポジションの持論は大きく違ってくる

のかを研究する. 
 
２． 研究方法 
高校を卒業するまで野球をした大学生 40

名を対象とし,各ポジションに関するアンケ

ート調査を行い,その結果をもとに考察した. 
 

３． 結果と考察   
野球経験者の考える各ポジションの特性,

価値観はほぼ同じであった.各ポジションの

性格のイメージ,技術面の適性は共通してい

ることが分かった.また,その性格のイメージ,
技術面の適性は自分に当てはまると回答し

た人がほとんどであった.特に性格面では,そ
のポジション歴が長いからそのような性格

になったと思うと答えた人が過半数を占め

ていた.そのポジションを長く守っているこ

とで各ポジションの性格の特徴がでてくる

のかもしれない. 特にピッチャーとキャッ

チャーはチームの柱であり,勝敗を左右し,一
番プレッシャーの掛かるポジションである

ため,ピッチャーは自己中心的,負けず嫌い等, 
一番性格の特徴が表れるポジションである

と考えられる. 
 

４． まとめ 
今回の研究で各ポジションの性格,技術面

の適性は野球経験者において同じであった.
その他の各ポジションへの特性,価値観等の

考えは同じであることがわかった.特に性格

面において,ピッチャーはチームの柱であり,
勝敗を左右し,一番プレッシャーの掛かるポ

ジションであるため性格のイメージとして

負けず嫌い,わがまま,自己中心的等の性格が

多く,そのような性格でないと務まらないの

かもしれない. 
今後,他の競技においてもポジション観や

性格面等が関係しているのか,研究してみた

い. 
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